
POTT in 佐渡 2018.10.13（佐渡看護専門学校） 

津波被害跡地看板  忘れない！ 

午後のPOTT体験学習に

参加した皆さん。あっと
いう間の2時間、終わる
頃にはみんなイキイキ。 

佐渡看護専門学校の先生たちの熱い看護への思いから，島内の
看護職や多職種が集まり，ポジティブな円環が生まれました。佐渡

のこれからが楽しみです（原） 
患者さんの「そのひとくち」の喜びを叶えられるポジショニングの技
術を患者さんと学生に届けたいです（佐渡教員） 

ポジショニングの大切さ、食事援助の奥深さを学びました（佐渡教員） 

未来を示す鮮やかな 
虹が！ その後地域の 

病院から研修依頼もあ
りPOTTの芽が育ち始め 
ているそうです（迫田） 

研修後の振り返り 
ネットワークも広がる 

日時：2018年10月13日（土）10時30分～ 15時30分 
参加者：午前 公開講座 ９２名 午後 体験学習 ２７名 
      （臨床看護師、看護学生、看護教員、リハビリ職等） 
講義・指導：迫田綾子（日本赤十字広島看護大学） 

ファシリテーター 原等子（新潟県立看護大学） 
           竹内真奈美（上越総合病院）、清水徳子（長野市民病院）       
           佐渡看護専門学校 教員４名 

【アンケート】「ポジショニング
や食事介助で困難を感じる」
７２％、「参考になった」９６％。
感想；看護技術の奥深さや
根拠を共有できた。明日から
実践できる。とてもよいプロ
ジェクトだと感じた等々多数。 

演習は、基礎から体
験的に、少人数で実
施。看護師役、患者
役共に、学びが一杯 

勿論、ファシリテー
ターも一杯！ 


